
まちの学芸員　乾
いぬい
 哲
てつ
也
や

小学校６年生の社会科の授業で考
古学に目覚め、札幌学院大学卒業後、
奥尻町、白老町、礼文町、千歳市で発
掘調査を行う。平成14年から厚真町
に根差した学芸員。
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私
た
ち
が
住
む
北
の
大
地
、

北
海
道
は
、か
つ
て「
蝦え

夷ぞ

地ち

」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
約

２
６
０
年
間
続
い
た
江
戸
時
代

が
終
わ
り
、今
か
ら
１
５
０
年

前
の
明
治
２
年（
１
８
６
８
年
）

に
新
政
府
よ
り「
蝦
夷
地
」は

「
北
海
道
」と
改
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
名
付
け
親
と
な
っ
た
の
が
、

現
在
の
三
重
県
松
坂
市
出
身
の

松
浦
武
四
郎（
１
８
１
８
年
生

〜
１
８
８
８
年
没
）で
す
。

武
四
郎
は
、
16
歳
で
江
戸
へ

旅
に
出
て
以
来
、
九
州
や
対
馬

か
ら
東
北
地
方
ま
で
の
全
国

を
旅
し
て
回
り
、
28
歳
の
時

（
１
８
４
５
年
）に
初
め
て
蝦
夷

地
に
渡
り
ま
す
。

そ
の
後
、
６
回
ほ
ど
蝦
夷
地

や
サ
ハ
リ
ン
、
国
後
島
を
探
検

し
、
そ
の
最
後
の
６
回
目
と
な

る
１
８
５
８
年
に
私
た
ち
の
厚

真
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

彼
は
、
こ
れ
ま
で
の
沿
岸
部

の
み
の
北
海
道
地
図
を
も
と
に

内
陸
部
ま
で
く
ま
な
く
探
検

し
、
詳
細
な
地
図
を
初
め
て
作

成
し
た
人
物
で
す
。
こ
の
地
図

も
重
要
で
す
が
、
ア
イ
ヌ
の

方
々
か
ら
聞
い
た
お
話
し
を
詳

し
く
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
厚

真
町
で
も
ア
イ
ヌ
民
族
の
方
の

案
内
の
も
と
３
泊
４
日（
２
泊

３
日
説
も
）滞
在
し
、
町
内
の

地
名
、
そ
の
語
源
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
書
き
記
し
て
い
ま

す
。「北

海
道
」と
命
名
さ
れ
て

１
５
０
年
、
松
浦
武
四
郎
が
厚

真
を
訪
れ
て
ち
ょ
う
ど
１
６
０

年
目
と
な
る
今
年
。
今
月
か
ら

３
回
に
わ
た
っ
て
松
浦
武
四
郎

が
記
し
た
ア
ツ
マ
を
紹
介
し
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
１
６
０
年
前

の
私
た
ち
の
厚
真
町
に
思
い
を

は
せ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
１
５
０
年
の
キ
ー
マ
ン
が
見
た
１
６
０
年
前
の
ア
ツ
マ
〔
１
〕

北
海
道
の
名
付
け
親　

松
浦 

武
四
郎

第１回

アイヌの人々に支えられ、ともに自らの足で歩き、
アイヌ語で話し合い学んだ武四郎は誰もが認める「日
本一の北海道通」。
武四郎は蝦夷地改名の際に「東海道」や「西海道」に使

用されている「海」の文字を使わずに「北加伊道」という
名前を提案しました。「カイ」はアイヌ語で「この地で
生まれた者」を意味しています。武四郎のアイヌ民族
への敬意を込めた表現だったのでしょう。

晩
年
は
70
歳
で
富
士
山
に
も
登
頂
の
健
脚
！

そ
の
元
気
の
源
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
持
ち

続
け
た
探
究
心
！

松
浦 

武
四
郎（
所
蔵：松
浦
武
四
郎
記
念
館
）

東西蝦夷山川取調図 五（所蔵：国立国会図書館）
（厚真町～苫小牧市・恵庭市までの地図）

東西蝦夷山川取調図 首（所蔵：国立国会図書館）

自らが歩いた北の大地
「北加伊道」（北海道）への強い思い

大久保利通の推薦で北海道開拓使判官へ


